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「障がい者アートで展示場に彩りを！」 

社会貢献型の新しい集客プロモーションの取り組み 

障がい者自立支援機構【パラリンアート】と集客支援会社【イプラ】が初共催  

株式会社イプラ 広報部 

一般社団法人 障がい者自立推進機構パラリンアート（東京都港区、代表理事：野田聖子（衆議院議員、

2020 年パラリンピック東京大会成功 WT 座長））と、集客支援 SP を運営する株式会社イプラ（愛媛県松

山市、代表取締役：小田泰平）は、2017 年 6 月 20 日（火）にクラウドサービス「エアプラ」を活用した

自動車業界向け集客支援と CSR 活用における取り組みを実施いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【取り組みについて】 

このたび、自動車展示場における新しい集客プロモーションの取り組みとしてプライスボード作成サービ

ス【エアプラ】にて障がい者が描いたアート絵画を採用し、それをモチーフにした季節を彩るプライスボ

ードを実装します。利用に応じてパラリンアートを通じ、障がい者アーティストへライセンス使用料が支

払われることで障がい者の自立と社会進出を応援できるソーシャルビジネスを展開します。また自動車販

売店においても展示場における社会貢献型の新しい集客プロモーションを提供します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい者アーティストを支える仕組み】 

プライスボード作成サービス【エアプラ】内のデザインに含まれる絵画ライセンス使用料がパラリンアー

ト事務局を通して障がい者アーティストへ寄付されます。エアプラ契約料金よりイプラがパラリンアート

へ支払います。 



 

 

 

 

 

【ＣＳＲ活用としての導入効果】 

消費者や新卒学生が会社を選ぶ理由のひとつに「社会貢献度が高い」ことが挙げられます。社会貢献活動

（CSR）の取り組みを発信することでより公益性の高い自動車販売店としての認知度向上と共感性の高い

事業展開が期待できます。 

 

【パラリンアートについて】 

パラリンアートは、障がい者アートビジネスを開拓し、アーティスト本人や所属施設・団体が継続的に対

価獲得でき、創作活動に専念できるよう支援しています。パラリンアートは、福祉事業としてではなく、

障がい者の職域開発促進と経済的自立を目的としています。 

 

会社名 ：  一般社団法人 障がい者自立推進機構 

設立年 ：  2012 年 12 月 5 日 

所在地 ：  〒105-0014 東京都港区芝 3-40-4 三田シティプラザ 5F 

代表理事： 野田 聖子（衆議院議員、現 2020 年パラリンピック東京大会成功 WT 座長） 

創業者理事：松永 昭弘（現 株式会社ペアレンツ 代表取締役会長) 

URL    http://paralymart.or.jp 

 

【イプラについて】 

イプラは自動車展示場の環境改善を通じてクライアントのブランド価値の最大化と集客導線を高めること

をミッションとするクラウドサービス【エアプラ】を運営しています。エアプラはパソコンから入力する

だけで簡単にプライスボードが作成できるサービスです。今回、障がい者の自立推進を行う“パラリンアー

ト”との連携で PR 効果の高い社会貢献型事業（ソーシャルビジネス）が可能となります。 

 

会社名：株式会社イプラ(IPLA co,Ltd.) 

所在地：愛媛県松山市来住町 1420-2 

設立年：1973 年 10 月 1 日 

代表 ：小田泰平（現 株式会社カーキュート代表取締役） 

事業内容：集客改善を図るデジタル PR および販促物の戦略立案・実施 

URL    http://www.ehimekikaku.com/ 

【取材に関するお問い合わせ 】 

担当：小田・遠山まで 

TEL:0120-318-522（フリーダイアル）／FAX:089-945-0502 

E-mail：dream@ehimekikaku.com 

http://paralymart.or.jp/
tel:0120-318-522


【参考資料および画像】 

 

 


